
 

   

  

 

 

 

 

 

「好きこそ物の上手なれ」                  ５組担任 駒田 奏 
 長い夏休みが終わり、２学期のスタートです！みなさんは、この夏休みをどのように過ごしたでしょうか。部活動に

打ち込んだ人、勉強を頑張った人、友人や家族との時間を楽しんだ人、新しいことに挑戦した人。それぞれに違った夏

があったことと思います。 

「好きこそ物の上手なれ」ということわざがあります。  

 好きなことには自然と興味が湧き、自分から取り組むことができます。うまくいかないことがあっても、「もっとでき

るようになりたい」と工夫したり、何度も挑戦したりすることができます。その積み重ねが、いつの間にか大きな成長

につながっていきます。これは、勉強や部活動でも同じです。 

 最初から得意だから好きになるとは限りません。「少し分かるようになった」「昨日よりできるようになった」「もう少

しやってみたい」。そんな小さな気持ちが、やがて「好き」につながることもあります。 

 高校2年生のこれからは、自分の進路について考える機会も増えていきます。「自分は何が得意なのか」だけでなく、

「自分は何が好きなのか」「何をしているときに夢中になれるのか」にも目を向けてみてください。好きなものがすでに

ある人は、とことん追いかけてみる。まだ見つかっていない人は、いろいろなことに挑戦してみる。 

 学校行事、部活動、勉強、友人との関わりなど、学校生活の中にも自分の「好き」を見つけるきっかけはたくさんあ

ります。2学期は、体育大会・修学旅行・50周年記念式典など君たちが中核で動く行事も多い学期です。 

 そして、高校2年生として過ごせる時間も、気がつけば残り半年ほどです。 

「好きだから、もう少しやってみよう！！」そんな気持ちを大切にしながら、一人ひとりが自分なりに夢中になれるも

のを見つけ、充実した2学期にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 2学期の主な行事予定を載せておきます。２学期は行事も多く、４９回生が「TEAM 相生」の中心となり、学校を引

っ張っていける存在になろう！みなさん一人ひとりの力が必要です！！ 

 なお行事等は変更になる可能性があります。日々のクラッシーでの連絡を確認しながら２学期も突き進もう！！ 

９
月 

 １日（火）大掃除・始業式 

 ２日（水）１～６限 実力考査 

 ３日（木）通常授業開始 

      （４・５組のみ）１～２限 実力考査 

      CC 

 ９日（水）５限 プレゼンテーション講演会 

      6限 探究課題提出 

１１日（金）挨拶運動 

１６日（水）５・６限 体育大会予行 CC 

１７日（木）第５０回体育大会 

１８日（金）体育大会予備日 

３０日（水）CC 

１
０
月 

 ２日（金）挨拶運動 

 ３日（土）修学旅行結団式（２年のみ登校日） 

 ５日（月）修学旅行 in北海道 

   ～８日（木）まで 

 ９日（金）２年代休日 

１４日（水）２年進路講演会 CC 

１５日（木）各種委員会 

１７日（土）２年PTA進路研修会（保護者対象） 

２０日（火）中間考査 

   ～２３日（金）まで 

２３日（金）３・４限学部別ガイダンス 

２４日（土）秋季学校説明会（中学生対象） 

２５日（日）歴史巡検（希望者のみ）  

２８日（水）放課後 車椅子体験講習会 CC 

３１日（土）ベネッセ記述模試 
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１
１
月 

 １日（日）ベネッセ記述模試 

 ６日（金）台湾オンライン交流① 

 ８日（日）創立記念日 

１１日（水）CC 放課後 通学路清掃（対象生徒のみ） 

１４日（土）創立５０周年記念式典 

１６日（月）代休日 

１８日（水）台湾オンライン交流② 

２５日（水）相高生フォーラム CC 

１
２
月 

 3日（木）期末考査 

   ～９日（水）まで 

 ９日（水）神戸大学留学生との交流会 

１０日（木）午前中授業開始（３～６限の時間割） 

１１日（金）挨拶運動 

      ２年類型鳥取大学訪問 

１８日（金）保護者懇談会開始 

   ～２４日（木）まで 

２４日（木）終業式 

 

 

 

７月に西オーストラリアへの短期留学がおこなわれました。２年生からは、４名の生徒が参加し、異国の文化や風土

に触れ、充実した時間を過ごしました。とても貴重な経験ができたようでした。 

３組 女子  

 最初は、とてもとても不安で話しかけるのを躊躇していました。しかし積極的に話していくうちに伝わらなくても

違う表現や単語で意思疎通をしたり、日本では教えてもらわないような表現を教えてもらったりするなど、ネイティ

ブの表現や文法をたくさん学べました。また、バスや飛行機の乗り換えなどが日本とは全然違っていてました。です

が分からないときに現地の方々に尋ねると親切に教えてくださってとても嬉しかったです。大学訪問でUWA（西オ

ーストラリア大学）にも行きました。中国からの留学生と交流する機会があり、そこで中国語のスキルアップもでき

ました！ホームステイ先ではホストファミリーがさまざまな料理を作ってくれました。日本では食べられない食材や

味でとても美味しくて、感動しました！！そして、一番の衝撃はベジマイトというジャムを食べたときです。すっご

くカルチャーショックを受けました(笑)どんな味かは、言い表せないくらいすごかったので、よかったらぜひ食べて

みてください！！ 

 1組 女子  

 オーストラリアへの語学研修は、「行く前から楽しみな気持ち｣と、｢英語で上手くコミュニケーションを取れるか

なという不安｣の両方がありました。実際に現地へ行くと、どの人もとても温かくて、UWAでの授業は先生と生徒の

距離が近く、日本とは違った雰囲気の中で楽しく英語を学ぶことができました。特に印象に残っているのは、日本語

を勉強している学生との交流会です。英語で会話するのがとても楽しいと感じました。私がうまく英語を話すことが

できない時、学生の皆さんは私の話を一生懸命聞いてくれうれしかったです。また、買い物をした時も、言葉が出て

こず単語だけで伝えようとした私の意図を店員さんがくみ取ってくださり、現地の方のやさしさに触れました。この

経験から、英語は完璧に話すこと以上に、相手に伝えようとする気持ちが大切なのだと学びました。今回の研修をき

っかけに、もっと英語を勉強し、さらに多くの人と英語でコミュニケーションを取れるようになりたいです。 

 

*他2名は次の学年通信で記載させていただきます。 


